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暖地向け緑茶用極早生品種‘しゅんたろう'の育成とその特性

根角厚司・吉田克志・田中淳一~谷口郁也

荻野暁子・佐波哲次・武田善行.. 吉冨均*ホ'

大前 英・・"・武弓 利雄*潮*本*・和国 光正恥略事縁地ザ

(平成231j: 9月26卜|受理)

‘Shuntaro¥a New Extremely Early Budding Green Tea Cultivar 
(Cαmelliαsinensis) Suitable for a Warm Region 

Atsushi Nesumi， Katsuyuki Yoshida， Junichi Tanaka， Fumiya Taniguchi， 

Akiko Ogino， Tetsuji Saba， Yoshiyuki Takeda， Hitoshi Yoshitomi， 

Hide Omae， Toshio Takyu and Kosei Wada 

I 緒 戸司

ïlT .tJ;j における一孫~の取引1ill i怖は， JI ll質だけでなく収

後lI~n切によって大きな J;~響を受けることが多く，収磁が

ん丸、ほど高値で取引される傾向があるため， 'rl. ~b'，:llflfを

導入しよう とする生産者が多い. 一方 1早7下l立~I:.ゴυ牟JJlJl

のf休木11限|収民がt波j主占くし，1休木11収l収民党円酌限!h日lt!もi早71lいことから (/八¥戸戸1ら弘， 1988 

イ竹iドiに:f.位恨i民4げ?灼句ら， 1995イj: 梁取!ら， 1999 "'j二)， l'I"l ~二や I!免止1:.1日

続に比べ凍霜そ!~を受けるリスクが高い.収穫11引VJが早い

にもかかわらず比較的本塁?のリスクが小さい鹿児島県な

どの|涯I也では， ヰ1.1*.品磁の栽I;?が感んであるが， rl"でも

~~\に暖かい鹿児島県T判部の海岸tl!!.J~や種子島などでは，

JIU児向県本土|の主ブJ'1J. ~b'，~'t.fmである ‘ゆたかみどり'や

‘さえみどり'よりも吏に l手1く収穫できる極車生品極の

1実情が楳んであり， 4 月 I~~ í:ïJ に出荷される~は 「走り xfr

~J として高値で，1['(引されてきた

引f:t:，積f.島の主要J31精となっている極早生の‘くり

たわせ'は，静岡県から税子島に移住した松下茂三郎氏

干898-0087 J.血児 J，:，~ !ri~抗的 d'j瀬戸川 87

!t~;定研究領域
水('1物研究所

* *了じ茶~研究'H
水**元茶m研究.IJ%
* * * * I TiI ト:~~).::l tf水旋回f先セ ン タ­
" *キネド 炭業~I 物資ィL11 日f究所

* * *キ** jiじ野菜 .~~i!I!試験場

が明治 42ij三にWjfl日l県から移入した在米実生から選抜し

た向日正!である. 1966 "jーにはJl!l児島県の奨iJJ}J，'t?，極となり，

J君子島やJIU児島県本土の南部海岸地，iJ1・をrl.J心にが'150ヘ

クタールが栽情されている. しかし，定植後40"j:以上

経過した~闘が多く，樹勢の弱った~I京|がIWえているこ

と，新j;jの仲良Jt[jに気y!171が低いと業が武色みをイ古びやす

く，紫色の改善のため長則間の被覆が必要となり，強風

で被覆資材が係れることによる諜傷みのリスクが向いこ

となどから， ‘くりたわせ'に待わる傾平生!日11舵の育成

がJ羽f'¥'されていた.

野菜茶業研究所枕|崎!t~業研究拠点(以下枕IÚ~f~業研究

拠点と11治す)では， ‘やぶきた'よりも 101:1以上早く

収桜できる優良な極!r!.~t品約の育成に取り組み，平成

21 "T: 4 ):J 23日に品種‘しゅんたろう' として11111積投録

出願を行い，同年6月29日に受坦!されたので，その特

tl:.と育成概要を報告する

ヨド;品磁の育成にあたり，地域適応性の検定にご協力い

ただいた鹿児烏県農業開発総合センタ一茶業部，鹿児島

県熊毛支fn主政普及謀およひー種子島の酉之友dlにおいて
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Ai26(♀)一一「 埼玉9号(♀)一一一「
やぶきた自然交雑実生J

トベにたちわせ(早f)~ 1蜘年交配トしゅんたろう

I (旧系統名枕系47-18)

NkaO 1(♂)・」 ト枕Fl-33422(♂」

くりたわせ(♂)一一」

図-1 ‘しゅんたろう'の育JJX:系統図

栽情試験のための|首|場を提供していただき，さらにその

管現，製茶試験にご協力L、ただ(.、た射場勇治氏に深く謝

意を表する.

E 育成経過

本JJJ1積は， 1990年に枕11崎茶業研究拠}，';¥、において， ，1& 

i合しやすく品質が良好な極l?~t~~'，積の育成を|三|的に交配

され，崎T 9 -:号 ×枕 F ， -33422 との交雑:U~I立|の!ゃから選

抜された栄養系!日11種である.積子殺のlf，j二ト，:9号は，品質

に優れた ιやぶきた'の白書長交全ffi3.ミ生である.花粉親の

tk F，-33422は完封印丙および'I!命政I病に強L叶ifE1，1_!:lミのね:
fÆ用品積‘べにたちわせ'と，品質が良い極よ+l~I:_ r'ft'，磁の

‘くりたわせ'の交雑後代である (1~1 - 1).

1991 "fに採極し， 1992 "f 4月にビニールハウス内に

嬬1ill，育苗した突とt111!1体群を 1993年 3月にl直l場に定植

して他H本選抜試験を開始した. 品質が良好であった11dl体
( 111i1体若干号 :枕 F，-80867)を 1998i'l二に苗床検定試験に

供試した. 1999年 3):Jから栄養系比較試験第47群に編

入して 2006年まで枕系 47-18の系統番号で栄養系比較

試験を行い， 2007 "1三からは第 47併としての栄養系比較

試験は終了 したが，地域適応性試験の一環として同一試

験問場において‘くりたわせ'および‘やぶきた'を比

較品種とした試験を継続した.また，地域適応tl:を検定

するため， 2005年から鹿児島県農業開発総合センタ-

~業部(南九州市知覧町)および稜子島(射場勇治氏茶

園:問之表市)の 2 ヶ所に試験圃場を設置して~t育特性

を制sEした(鹿児島県との協定研究契約による).鹿児

島県農業開発総合センターでは， 1区 7.65m，株間 45

ClTI，条間 50cmの二条植え， 2反復の地l或適応性検定

試験!:i'i11 ~洋と同一試験問場において調査を行 った.程一1

下!l)では， 2005年 11):Jに射場氏の茶|近12a iこ110mの

il次(株間 50cm，条問 50cm，二条組え)を 311改設置し，

li玖の1'[:1に6mの‘やぶきた' と ‘くりたわせ'の試験

区を2反復設置した.その中古巣，稜千島に代表されるl民

地に適した極lIJ-~L'~'， Hf[として有望と判断されたため‘しゅ

んたろう' と命名し， 2009 'rr 4 )~ 23 I二|に品積号託銀出版!
c日磁設録IHlfjJj番号 :1:f'i 23693)を行い， 2009壬1'-6 ) ~ 29 
日に品添設録山}，¥U'[公表に及んだ.

皿 品種の特性

1 形態的特性

a 新葉および成葉の特性

‘しゅんたろう'の新築の形状は長楕円に分類される

が， ‘くりたわせ'よりもやや細長く， ~J色は淡緑で

‘くりたわせ'よりも緑が濃い(表-1).

j或~~は， ‘くりたわせ'よりも長い長崎|りであり it~ J r~

指数がやや両い.業而のしわは小さいが， 葉縁の波がや

や多い特徴を有 しており， f!?j間は‘くりたわせ'よりも

長い (表-2，図-2).

b 生育特性

樹姿はやや開張型で(閑-3)，樹勢は中， ~市し木活~~(

Z容は‘やぶきた' と同等で， ‘くりたわせ'よりも優れ

るが，掃しj本での体育は‘やぶきた'よりも緩慢である.

表 l 育成地(枕崎)における新葉の形質 (2010年〕

品種名 形状
葉長葉幅葉形a) 葉厚
(cm) (cm) 指数 (mm) 葉色 光沢 葉質毛茸の多少毛茸の長さ

しゅんたろう 長楕円 4.14“ 1.40' 2_96ub 0_208'淡緑 中 中 多 やや長

くりたわせ 長楕円 4.03u 1.52" 2.65c 0_195出黄緑 中 中 多 やや長

やぶきた 長権円 4_97b2_05< 2.421><0 0.189b淡緑やや多やや軟 やや多 やや長

a)主主形指数=猿K/業中'hi

数値に付した|行J-アノレアァベットには有志差がない(Tukey.5%) 



社{jfJら l底地 1") けM1~)IJ \iJ， lï '. ~I' 品稲‘しゅんたろう句の育成とそのH1't 91 

表-2 育成地(枕11時)における成業の形質

品種名 形状
葉長 葉幅

葉形指数a)
葉厚

葉色 光沢
(cm) (cm) (mm) 

しゅんたろう 長楕円 8.18" 3.04" 2.69" 0.309" 出来 やや多

くりたわせ 楕円 7.92" 3.23b 2.45" 0.308" i来 やや多

やぶきた 長精円 9.85b 3.61 c 2.72" 0.3060 五表 やや多

品種名 業面のしわ葉縁の波 内折度 反転度
節問 茎経
(cm) (mm) 

しゅんたろう やや小 やや多 中 中 4.63 0.357 

くりたわせ 中 やや小 中 中 2.93 0.319 

やぶきた 中 やや多 中 中 4.59 0.354 

a)集形J百数=~~長/:w己中日
20 jQl，l'.6)i 81:1 ;調子f
数111¥:に付したIr;J アノレブアベット!こは約百:差がない(Tukey ~%) 

図-2 しゅんたろう'成主の形態

fィ:やぶきた， '"1' ~た・くりたわせ， 右 しゅんたろう

撮影1，1:.fj1:1 : 2010 I，je 6 J.J 16日

品位;必場所:野菜茶業研究所枕附茶~~fj)f先拠点 l試験 I!il!場

育成地における定十11'[4年 目の‘しゅんたろう'の株躍り

は‘やぶきた' より大きく ‘くりたわせ' と同程度であっ

たが，種子島では定植後の~l:.育は‘くりたわせ'よりも

l正慌であった (表ー3)，一書fA摘採適!DJにおける新穿の

や11びは‘くりたわせ'よりも優れる CIZI-4)，

2 早晩性

一審茶の!日'L身.!QJは‘やぶきた'より 2迎間以上早 く，

‘くりたわせ'より l日程度明い.また， 育成地での一

存茶摘採JDJは‘やぶきた'より 2:i!liJ11JJ以上早 く， 定仙 4

"j".日の 2008:11三には zくりたわせ' より 2卜1fji~度上手かっ

た， :J'rIii採JDJliiIの気治が高く， I?~I三品種の摘採lI~j'朋が全体

的に1]=1，まった定侃[5年 同の 2009"1:は， ‘くりたわせ'

よりも 7I ~I よfH 、摘採であった.稲子島における摘採は

2010年から開始され， 一若干茶の摘採 1:1は 2010"1てでは 3

J:J 27円で枕iII奇よりも 6Ef 1，1.く，強い霜告を受けた 2011

年は 4J=J 5 1:1で枕111奇よりも 11:111'1，かった(表-4)，2010 

{I二および 2011"fの 2ヶ"iともfill子ー烏における ‘しゅん

たろう'と‘くりたわせ'の摘採日が同日となった こ

れは， 一帯茶における最初の製造では，製~機械の調j主

を行う必要があり l卜jJt~量が少なく 11m しか製造できな

い‘しゅんたろう' による機械割強を避けるため， 最

もとlミ育の進んだ‘くりたわせ'の製造1:1に摘採円を合わ

せたためである.

同捜宗総摂取-
V …~~~_3m""".ø .. 
主主:そ-川同校九三子11辺、E

r線機動I
IZI-3 ‘しゅんたろう'の松J~

12: : 2007 "1: 4月61:1 織彩 (枕 IIi~Hk業fJI 究拠点|世|場，定値引1'.1ヨ )

"1'央・ 2008"1'. 4 J:J 7 1'1 搬);~ (種子向試験|出場，定布i!i3 {I二m
:ti ・2010{I: 8 J=J 13 1:1 Ji&彩
(鹿児島県燦業開発総合センタ -Ji~楽-;}jll ，!ij場 (jÿ'j九州 111)，定伯 4 WI~I ) 
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3 品質特性

野菜!i't';.業研究所問先制，f!i- lfi 11弓

表-3 育成地(枕崎〕および種子・島(戸i之表)における
Y，lJ本期の ‘しゅんたろう'の生育

枕崎(定植4年目)aJ 種子島(定植2年目)b) 
品種名

しゅんたろう

くりたわせ

やぶきた

樹姿c)

!:J.!:J 

60 

4.0 

樹勢d)

4.0 

4.0 

3.0 

a)2009'1ニlon12 FI別査(2反復平均)

b)2006年6J1および12月に捌在(2反復V均)

c)1針姿 2(1亜l立立)-5(巾1::J)-8(開張)
d)柑!勢 2(出弱)-5('i'i::J)-8(出強)

樹高
(Cm) 

89.5 

86.5 

10:3.0 

c)jf]iし木~.~~í 弓 .q立2008'下育成地における柿し床で調査

挿し木c) 樹南J
株張り (cm) 
(じm) 活着率

(也) 6/16 

168.0 93.9 18.8 

170.5 71.7 15.1 

140.0 94.8 

|支1-4 ‘しゅんたろう'の一番茶新穿の伸び

Jt .くりたわせ ti・しゅんたろう
阪);~LI : 2008 11・4月7j]， tJ松;必J4)jJ好.干，f(子j;:;試験lUil場

表 4 ‘しゅんたろ う'のi泊芽JgJおよび摘採口

2008年(定値4年目)吋 2009年(定結5年目)川
品種名 一番茶 一番茶 二番茶 三番茶

萌芽期 摘採日 萌芽期 摘採日 摘採日 摘採日

しゅんたろう 3/12 4/9 2/20 3/25 5/18 6/:30 

くりたわせ 3/13 4/11 2/23 4/1 5/20 7/4 

やぶきた :l/28 4/24 3/14 4/16 6/8 7/13 
a) 2008年および2009{.[oは育成地(枕附茶業研究拠点)試験間以での結果

株張り
(cm) 

12113 12113 

33.0 35.6 

24.9 29.5 

2010年円Oll1f"b)
一番茶 一番茶
摘採日 撒採日

3/27 4/5 

3/27 4/5 

b) fifi子品t見地試験制場におけるデータ 201O{I' (芯M5{F-IH)および2011fj'. (定相6{1一目)の現地における・しゅんたろう Pは，
射場氏所千!の茶刷で嫡採適JUIがJiJ:もがく.1刈年とも‘くりたわせ'よりも2日限度 1，1し、と指定されたが.Tl協の稼働開始1'1は機
械設定等の必必があることから，Jì止も~U奇のi生んだ ‘くりたわせ'と 1f;IFI に収機し，‘くりたわせ'で機械の設定，試.iilNi!;を行った
f去に'しゅんたろう.の製茶を行った

製茶品質は，育成地において 2007年は 50g' 微量製茶

機，2008年は 1kg少量製茶機で製造し，色沢，香気，

水色，滋味についての 4~良目， 2009年は形状，色沢，

香気，水色，滋味についての 5項目を各 10点満点で

aやぶきた' と同等であり，色沢と香気が良好であった

が，滋味は ‘やぶきた'よりも劣る傾向があった 2009 

"1ーは， 一番茶は‘やぶきた' と同等，二番茶は‘くりた

わせ'と同等であったが，三番茶は阿品種よりも良好で

あった (表ー5). 育成地では， ‘やぶき た'の夏~品質

は劣る傾向があり，本試験においても‘やぶきた'の一

番~およ び三番茶において製茶品質が著しく劣るがi巣 と

なった

‘くり たわせ'および‘やぶきた' と比較した.その結

果，いずれの1rも!日!質の総合評価は‘く りたわせ'より
も優れた 2007年および 20081 1~ の JJ1質の総合評iIII i は
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品種名

表-5 ‘しゅんたろう'の製茶品質

一番主主(2007年) 一番茶(2008年) 二番茶(2008年)

形状色択香気水色滋味合計形状色択香気水色滋味合計形状色択 香気 7k.色 i滋味合計
しゅ/vたろう

くりたわせ

やぶきた
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品種名

しゅんたろう

くりたわせ

やぶきた

一番:系:(2009年) 二番茶(2009年) 三番茶(.2009年)

形状色択香気水色滋味合計形状色択香気水色滋味合計 形状色択香気7k色滋味合計

6.0 5.5 6.5 6.0 6.5 30.5 6.0 5.0 6.5 7.0 6.5 31.0 6.5 5.5 6.5 7.0 6.3 31.8 

5.0 4.0 4.0 6.0 6.0 25.0 6.5 5.0 6.0 7.0 6.5 31.0 5.5 4.0 6.0 6.0 7.0 28.5 

5.5 5.0 7.5 5.0 6.5 29.5 5.5 5.0 6.0 5.5 4.0 26.0 5.0 4.0 4.0 6.0 4.0 23.0 

育成地における2005{1.'-)主柏町場の製茶品質を5名により 11'，能審査を行った~I~.u~

各茶J~Iの務官W!~.I，~(は，それぞれの茶JUIにおける納長l的評{dli
2007年は50g微hl!~Ví~機 ， 2008'J'/立Ikg少iilu!lNib昼による中探{I:J'.げで製11>し.色iI41祢気，水色， i~l.ルの4 Ij'W ， il-I O.'，'Xii~i点，合iìHo点満点で評価
2009{ドはlkg少ht製茶機により製茶し，}陪状，色沢，香気，;j，色， iJ!:r)jミの5項目，各10桁前点，合計50点満点で評1rlli

ョ長 6 ‘しゅんたろう'の生葉収量

2008年4

品種名 一番茶 二番茶 一番茶 年間収量信
分番

年一
n
u
J
-

n
u
-
初
一茶番

kg/lOa kg/10a kg/ 1 0" g/ nf kg/ 1 Oa g/ ni kg/ 1 0" g/ ni kg/IOa 

しゅんたろう 106 145 310 359 334 386 193 223 836 

くりたわせ 59 82 19:3 227 221 261 176 208 589 

べJぶきた 118 94 198 240 126 15:l 66 80 :190 

品符f名

2010年<) 2011年。}

一番茶 二番茶 一番茶 一て番1í~

kg/10n g/nf kg/l0a g/ni kg/10" g/nf kg/l0a g/ni' 

しゅんたろう 201 228 279 317 300 :¥62 223 269 

くりたわせ 74 84 149 161 130 152 113 137 208 

やぶきた 128 142 107 119 241 311 211 27:3 

a)育成l世におけるitlザトI{下日l剖場の捌究結果
h)育成地における定例5'1'1，/川射の別行紡来
c) 育成地におけるítWi6'十 1- lli nJ t~}の訓子fJJ1i県
d) i'il&地における定他7li'-11刷場の;¥¥'Fr't紡県
c) rしゅんたろうJI:t(，[(T!:，'，における試験附141α005'1τ11JJ iEl内くりたわせJは!HmL¥:所仇の1i!守|判'1'1土も!，!<嫡探した茶1';il(11比例)の収抗

副

岬
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λ
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一
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一
-

日
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川
崎
一年

一
)

4

川
一川
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表 7 ‘しゅんたろう'の収」苦情j必要紫

一番請を 二番茶 三番茶
品積

芽数/nfー百芽露出開度当長築数 芽数Iniき I担当t重出関皮芽長楽数 芽数/ 百芽:m.:出開度実ー長業数
111 (g) 也 (cm) 枚) (g) 唱(Cm) (枚) 111 (g) (弘) (crn) 枚)

しゅんたろう 597.5 54.4 50.2 4.6 3.5 1007.5 4:3.5 54.5 4.2 3.0 1087.5 :31.2 74.0 2.8 3.0 

くりたわせ 9:li.5 48.9 1'1.5 3.9 3.3 562.5 48.9 71.6 :3.:3 3.2 1370.0 43.0 95.9 2.2 3.4 

やぶきた 862.5 55.9 63.2 4.7 3.:3 675.0 56.4 62.6 3.5 3.3 1000.0 30.4 41.3 2.5 2.9 

品種
一番茶(種子島)，，) 

2 百芽露出関度芽長 業数
芽数/IYI

(日)仇 (cm) 枚)

しゅんたろう 644.4 48.5 27.9 5.6 :3..5 

くりたわせ 450.041.4 'l.i 3.93.0 

訓点は30cmX 30cmの枠内の.i'Ii:WをJtH!して訓任した(21x復)
品1在(土2009{j'-(定i立5{!'日)の育成j也附JJlで行った
n) H!T#，';における加古!土初日8{1'IrJ i日!こ行った

4 収量特性

育成地における定値4"j".目から 7年目の生葉収量は，

4ヶ年とも会茶期を通して‘くりたわせ'より優れた.

‘やぶきた' と比l絞すると，定値4ir日は同等であった
が，定布H15"f日から 7"1:日までは ‘やぶきた'よりも優

れた. 育成i也における ‘やぶきた'の~Iミ育は比較的ィ、良

である.また， ‘やぶきた'は直立性が強いためがlj採而

の!よがりが間接i立のrWJf"T.に比べて遅い傾向がある.本試

験においても‘やぶきた'は摘採而の広がりが小さく，

収i音は少なかった.

種子島における ‘しゅんたろう'の一番茶摘採は定植

5イ1:1;1の 2010{fから開始され， 2010 {I二の収量 は 350

kg/10 a， ~'I~害を受けた 2011 年は 300 kg/l0 aであった

が，両年ともに‘くりたわせ'の収:!Jf(2010 年 208
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表 - 8 ‘しゅんたろう'のiilH病虫性

炭症病抵抗性 輪斑病抵抗性 赤焼病自然発生株主存(叩)
品種名

発病葉数/rrf 判定 病斑長径判定 2006年
(mm) 

しゅんたろう 64 ペコペコ強 3.2 5虫 10.8 

くりたわせ 132 中 3.5 5虫 。
やぶきた 336 日号 7.1 ~~ 。
調査'F:2008{1二(定柿4fj二目)
調査場所盟f菜1tt業研究所fl~l，î茶業研究拠点内試験問場
炭位"iH久l:i(t' I'は秋芳生育作 I I-JUIの自然発病を調夜、 '1翁斑病は宅内』妥筏検定の~li~~
クワシロカイガラムシ瓜抗i'1ーは2009年に附場におけるl可然発生により検定した
赤焼病 自然発生は鹿児島県jJ2業総合開発センタ-1t~業部(知'i!i) 1こおけるデータ

2007年

14.3 

6.9 

11.8 

区|一5 極子島における‘しゅんたろう'の炭症病発生程度

A しゅんたろう B くりたわせ C:やぶきた

j~~ ，;0 Ullii・2008"1二 12]:J 14 U 
j~~拶場所'滋子 jる試験 Iml場

クワシロ
カイガラムシ
抵抗性

~~ 

~~ 

~~ 

kg/10 a， 2011年 217kg/lO a)を大幅にJニIIIIった(表ー

の Y，)Jコホ:J別における収id-燐成要素を比絞するため， 30 
cm X 30 cm (900 c rri')の枠をHJl、て枠摘み調査を行っ

た結果， 一番茶JtJJにおいては‘しゅんたろう'は‘くり

たわせ'に比べて芽主~U になる fl:j'ilí小が認められ，椅子 I:!j

でも同様の傾向であった(表ー7).

ける ‘しゅんたろう'の炭抗病rl然発生は明らかに‘く
りたわせ'や‘やぶきた'よりも少なかった (同一5). 

5 病虫害抵抗性

a 炭痘病

!災泊:病抵抗性は枕11崎*業研究拠点における秋季の 1'"'然

発生科度の調査ーにより， ‘くりたわせ' よりも抵抗性が

強いことが昨認されたことから，炭JJl病抵抗性は 「やや

強」 と判定された(表 8). また，稲子島現地岡場にお

b 輪斑病

輪斑病抵抗性は枕崎茶業研究拠点において，硬化した

成諜を月]l、た接種検定を行い， ‘しゅんたろう'は病J)[

拡大がほとんど認められないことから，輪J)E病抵抗性は

「強」と判定された(表-8).

c 赤焼病

鹿児島県農業総合開発センタ一茶業部(ま11覧)におい

て幼17i期の亦焼病自然発生が調査され， ‘しゅんたろう'

は‘くりたわせ'や‘やぶきた'より赤焼跡jの発生が多

表-9 ‘しゅんたろう'の耐寒性

亦杭れJ氏打Lド1:") 裂傷L~~U1i主;:t底抗tt")
品f-ilVお 2006壬F 2007年 2008>1' 

3ヶ年耳i"J勾
グレードcl 判定 (定値1年目) (定M2f下Id) (定倒的 1:1) 判定eJ

11月七勾 11月下旬 11月中旬 11月ド句 11月中旬 llJJT"旬 11月1:-.'1"旬 11JJ下旬
しゅんたろう 3 弱 95(3)d) 95(5) 100(5) 35(5) 25(I) 40(5) 73.3(3) 56.7(5) 弱

くりたわせ 6 やや強 85(1) 85(4) 75(4) 20(4) 40(2) 25(1) 66.7(2) 43.3(3) 中

やぶきた 強 70(1) 55(3) 55(3) 40(5) 9.5(5) 55(5) 73.3(3) 50.0(4) やや弱
u) 2009年育成地(枕崎)における人為低温処浬検定の結果
b) 2日06年-2008年に鹿児島県股業総合開発センター茶業部における人為低温処理検定の結果
c) 2 (1亜弱)-5(中)-s(極強)

d) ( )内の数値は発生率を指数化したもの I(強)-5(弱)
指数化i:tl白lーほ拐に定摘している弱の 4ゆたかみどり，強の‘かなやみどり1さやまかおりの発生率から判定した
e)裂IPi型;車寄の判定は人為低温処理険定に1J11え 7定1直2年目の車字削れが原因と思われる枯死率も考庖した
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l:gl-6 老朽化した‘くりたわせ'の~!芸|

品位;必"I'.;:J1:1 ・2008 "1: 4月7 日
搬;必場所:i!Lj之表Tli，~i 旧(砲守 向)

いことが線認された.また，枕11崎茶業研究拠点ならびに

種子島の現地岡場においても‘しゅんたろう'における

赤焼病の発生が認められることから， 7}j~焼?丙に対する抵

抗性は‘くりたわせ'より劣ると'I'ljl*frされた(表-8)，

d クワシロカイガラムシ

i掴1易観察の結果， J\ft 防|徐字?とL~であるクワシロカイガラ

ムシに対する抵抗性は‘やぶきた'および‘くりたわせ'

と同機に 「弱Jと判定された(表-8).

6 耐寒性

a 赤枯れ

育成地において人為低治処理による赤枯れ抵抗性を調

宅五した結果， ‘しゅんたろう' は抵JIctl:.がiltnの ‘やぶき

た'や抵抗性がやや強の‘くりたわせ'より劣り， rや
や羽j と判定され，亦枯れ低抗性が低いことが確認され

た(表-9).

b 裂傷型凍害

裂傷型凍害抵抗性は，鹿児島県の特性検定に咋-じた討A

験の結果，人為検定では‘くりたわせ'に劣る r5J5J Jと
評1illIされた. また，裂傷型凍害の自然発生を調斉ーしたと

ころ，凍害発生存ならびに枯死率は‘くりたわせ'や

‘やぶきた'より雨く，裂傷製凍害抵抗I~Eが低いことが

確認された(表-9)，

町考察

よ~，\.I則i.I:の異なる品磁の導入は，労働力の分散を可能に

95 

し，製~工場の稼働率向上にとってi極めてT主要である.

摘採期間の拡大だけでなく l晩霜等~~.;のリスク ;1的成を 目 的

として，これまでに‘おくみどり(Jj券尾ら， 1975，武任|

ら2006)，おくゆたか(安W，jら， 1983)， りょうふう

(近藤ら 1999)，はるみとり(式111ら2002)，みやまかお

り(長友ら， 2003) ，なと、の 11免生!?I磁が育成されている.

その一方で， 1以売上はよれJgJにTl5場にIH荷できる l手生品極

の方が有利であるため，最近では多くの地域でlï1. ~I".化を

進める傾向があり，茶の育権においても 1990"f1ーにから

商品質な早土I:. J}Jí~1精の選抜が盛んに行われ， ‘しゅんめい

(武111ら， 1988)， さえみどり(武|士lら， 1991)， さきみ

どり(古野ら， 1999)，さいのみどり(内野ら， 2003)， 

そうふう(近藤ら， 2003)，ゆめかおり(長友ら， 2007)' 

など多くの1171騒が育成されている.

ところが， 1I11;!(による育積事業では， IEIが指定した公

設試による系統適応性検定試験および特性検定試験を経

た後に品積主主録を行うこととなっており，系統適応性試

験のための試験|凶場がない関東以北や九州本-1:.以前の地

域を対象としたJri積育成は行われてこなかった.枕|崎以

前の産地としては， 71[くから廊下島，)j!.久jij，1円川沖q小|ド1制など

の烏t峨頗F興l;郎:11;日iがありι，最近近一では徳之j向るにも新たな2茶i応5江江産f下hうtりu地山がI問;片川}日j 
かれておりι暖医地での栽h情干に有有.平荊利リlなJ品i
れている.

これらの産地のrl"でも特に茶栽坑が盛んで，そのj併史

も古い積子島において二七ブJ品研となっているのが極IfUI:.の

‘くりたわせ'である.板ifl生品種の育成がほとんど為さ

れてこなかったこれまでは， Wé仔の杓~ lf1. と|二 JIll 障の ' : 1 " では

‘くりたわせ'の<'，i"1~I は良好であり 日明:選抜がなされた

般千鳥で急速に拡大した.現主1:では，それらの~I請の多

くが定梢後 30"y以 lニを経過し，改櫛時JgJにある老朽~

1主|の樹勢の哀えが顕著になっている(図 -6). また，

‘くりたわせ'は柿し木;発機性がHE~ く，積立iの生産や定

植後のt1i着工および生育が極めて劣り或|芸|化後も新非が

古色みを;i骨びるといった問題があることから， ‘くりたわ

せ' 並の純i71止で収量が多く，新芳が賀色みを;}11・びにく

く，栽併のしやすい品磁の育成が強く 望まれていた.

枕111奇茶業研究拠点では， 1係霜がほとんど割引、気象条件

をいかして，極L勾子

が， これまでの1脊有苛.種司事手業の巾で行つてきた地域j適i趨宣応性検

定試験では，極111~1".品種の栽培試験に~する場所がなく，

枕崎よりも暖かい地域における地域迎}，iStl:の評価が行わ

れてこなかったため，極!l! ~tl~" 種を!日稀設録するための

評価試験は困難であった.そこで， ‘しゅんたろう'の

育成に関しては，普及対象地域を枕|椅よりも沿|匿なi底地
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に絞り， ‘くりたわせ'を対照として品種登録に向けた

地域適応性試験を行うこととし，鹿児島県と種子島の生

産者の協力を得て地域適応性の試験を行った.このこと

から， 本品種の枕11I奇や知覧における試験結果は，他の優

良品種に比較して必ずしも優れているわけではないが，

枕|崎あるいは稲子島において‘くりたわせ'よりも栽培

しやすく多収で， 品質が良好であることが確認できたこ

とから，品種設録申請を行うこととした.

今後， 九州南部烏艇部において茶栽培地域が拡大する

可能性もあり度地における茶の安定生産，収主主性の向

上に寄与できる品稿育成への要求は一層高まるものと思

われる.

V 命名の由来

本品種は，これまで|主!や独立行政法人が育成した品種

の中では最もよ71く収穫できる緑茶用品種で‘あり， Iしゅ

ん」は春一帯にi出穿 してくる品種ということを表現して

いる.また， ー番~の 11寺JgJ に最も 1 f1- く|止の 1:1 : 1 に 1 1:\てくる

ということと，力強く 育 って欲しいという思L、から 「た

ろう 」をつけて， ‘しゅんたろう' とした. ‘しゅんた

ろう'の 「しゅん」は春だけではなく， I駿」あるいは

「俊」のいずれの淡字 もイメージできるよう，あえて、1'-

仮名表記とした.

VI 栽培適地および栽培上の注意点

‘しゅんたろう'の栽培適地は，九州市部のfHtzfi条件

にある枕崎よりも出|授な地域であり， ‘くりたわせ'の

栽格が可能な地域とほぼ一致すると考えられる. ‘くり

たわせ'よりも生育は良好であるものの，他の品種と比

べるとi'I'iのと|ミ育，定植後の事1]J羽生育はやや劣るため， 良

質な苗を定収1し，定植後は乾燥や潮風害に十分注意する

必要がある.

刊摘要

|底地向けの極早~l二!?!種‘しゅんたろう'を育成した.

本品種の早晩性は枕崎および種子烏において， ‘くりた

わせ'よりも約2日早L、;甑中生である.本品種は， 重要病

害であるj完成病およびi愉斑病に抵抗性を有 し，収量性は

‘くりたわせちよりも催れているが， IIUj;JJ:性は劣り， 赤焼

病には弱い.製茶品質は香気に1~れ， ‘くりたわせ' と同

等以上である.栽培適地は，枕11崎市以南あるいは‘くりた

わせ'の栽培がn[能なl屋地であり，枕崎市および西之表ili

では‘くりたわせ' よりもとl::育が良好であるが，知覧町で

は凍霜害を受け，生育，収量，品質ともに低下する.

木品種は， ‘くりたわせ'などの極早生品種栽塙地域

において，生産の安定，香I床の多様化に資する品種とし

て今後の普及が期待される.

引用文献

1)安問舜・波主主明・武田義行 (1983) ー，1~~{茶fIJ新奇録品極

「おくゆたかJ. *試研報 19.1-27 

2 ) 古野鶴吉 ・ 古rfiiií告 .Im曽 ìl~- ・佐藤邦彦・上野貞一 ・ :i[iイ 1I

今失 ・安倍二~Iõ (1999) 目mA茶F1J，¥j占有ill‘さきみどり'の育

成.茶間報 87.67-76 
3)八戸一二千男・近藤貞1111・池田奈実子 ・手IIIII光I:I'・桜灼j草間

(1988) : 1底地におけるチャ品種の休11削;印!と気象品目Itlの

彩~!3~野菜・茶試研報 01. 69-78_ 

4) I!非!是清・波注IIJJ'WIIII消志 (1975) 丹江茶JTJ新奇録品種

「おくみどり」 茶試研報 11.1-23 
5)近藤貞附・池IEI奈美子 ・旧'-I:li亭ー .j[~ IEI ~~;行 ・武弓利~jf • 

波巡りj ・安 11日舜・!日}尾治・ 地 日 lii'i芯 ・ 22瀬好充・ 111 円日!~t

(1999) :!日{茶川'"1"11仇 ~I'. ，~川~( ，りょうふう'の育成茶間

報 87.21-38 

6) 近!採点 1I!i・池 UI ;r，~Ø~子 ・ tH灼厚司 ・ 1II'I " i:/一・武 ITI苦行・

武 弓利 ~jfi ・ 1IIIl Jf!~t (2003) 緑茶及び半発酵~川新品種

‘そうふう'の育成野菜~試日「報 2. 71-82 

7)長友悼文・水川降!と・仏政邦彦・ 古fY{治・ 711野鶴古・J:llf

貞一 ・平川今火・問問!?包一 ・ゑ.'Im二f卜ー (2003) 煎茶J11品

純‘みやまかおり'の育成~liJf幸Ii. 96. 1-13 

8) 1長友t.¥¥¥文・佐藤健一一自1)・佐政'l'I)n主・水川隆史・ 古fY{if!i・古
llr鶴12;・」二型H当ー ・:>1'川/子夫・安部二生 (2007) 目クワシ

ロカイガラムシにJIUiL'l'l:を行する緑~J.lJr'，'r'I .fill ‘ゆめかおり'

の育成茶研報 104.1-14 
9)似角l早司 .ii¥ III 1~;'1 f・布l川光I:I:(J 995) チャの交雑後代

における休11民党開U9Jの休11民の深さについて 1'1i'1九支報

61. 63-66 
10)武LEI~"..行 (2006) 緑茶)J]平日二品続 「さえみどり 」 および

|挽/1'-品極 「おくみどり」の育成育積学研究 8.113-117 

1])武111善行 ・HH可厚司・利口17t.I:E・仏波哲次・ 大前夫・凹rt'
淳一 ・近 J除 Wll{] ・武 lj 利 ~ff ・池 III 祭実子 ・八戸三千男

(2002) : )l!i ~ JIj主Ii'日，H( ，はるみどり'の 育成:rrf*~ ;tt

luf幸It1. 1-13 
12) 武田義行 ・ ~i1ill 好充・ i/立法 lリ3 ・安 1m ~号・池[日えを~ 子

(1988) :!日はミハj主Ii'品秘 ‘しゅんめい' の育成について

盟r菜.Ji~試研幸Ii. B 2. 1-23. 

13)武旧斡行 ・平IIIJI光.il・恨灼厚司・池1+1奈実子・近藤貞昭・
八戸三下見・策j頼好充 (1991) 煎茶川lilJ.lo品種‘さえみ

どり'の育成 llg長・茶試間報 B.4. 1-15. 

14) 内野博司 ・旧中絵里・ 石川縦・|河野信雄・|嶋崎~l ・泊川一宗・

'1" 島健太・ 京総失ftfí ・北田嘉一 ・~J:jJ之上版元 ・船越 11[1治・
日1'-[:1認す ・米丸忠 (2003) 目北部茶京地 /"1;き!J~早生品極

‘さいのみどり奇士1，'j1県農総セ研究報告 3.75-94 

15)祭瀬好充・ 武田義行・池田奈実子 (J999) 温暖地におけ
るチャ品極の休11民特性_1:1作東海支部報。 127.23-27_ 



'Shuntaro', a New Extremely Early Budding Green Tea Cultivar 
(Camellia sinensis) Sui table for a Warm Region 

Atsushi Nesumi, Katsuyuki Yoshida, Junichi Tanaka, Fumiya Taniguchi, 

Akiko Ogino, Tetsuji Saba, Yoshiyuki Takeda, Hitoshi Yoshitomi, 

Hide Omae, Toshio Takyu and Kosei Wada 

Summary 

A new tea cultivar 'Shuntaro' has bl'ed at Makurazaki branch of Vegetable and Tea Science (NIVTS ) of 

National Agriculture and Food Eesearch Organization (NAEO), and an application for registration had been 

published in 29 Jun 2009. 'Shuntaro' is an extremely early budding cultivar like a 'Kuritawase', and is resistance 

to anthracnose (Discula theae-sinensis (1. Miyake) Moriwaki & Toy. Sato comb. nov.) and gray blight 

(PestalotiojJsis longiseta (Spegazzini) Dai & Kobayashi). The quality for green tea of 'Shuntaro' is equal or 

above in comparison with 'Kuritawase', and the yield of 'Shuntaro' is more than 'Kuritawase'. Early buclcling 

cultivars are advantageous in warm regions. An extremely early budding cultivar is particularly advantageous 

in warmer area like Tanegashima in Kagoshima pl·efecture. So, 'Kuritawase' has become important cultivar in 

Tanegashima. However, many tea fields of 'Kuritawase' have become old, and productivity is falling. Eeplanting 

of 'KUl'itawase' is difficult because growth is slowly and vigor is weak. 'Shuntaro' is the extl'emely early 

buclcling cultivar that can take the place of 'KUl'itawase'. 
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